
１月          

新しい年を迎えました。今年も安心・安全な給食に取り組んでいきますので、 

よろしくお願い致します。 

 新型コロナ、インフルエンザなどの感染症が流行する時期ですので食事の前

は、うがい・手洗い・消毒を心がけましょう。 

 

 

 

 

 

   おせち料理 

 

 

 

 

＜おせち料理に込められた意味や願い＞ 

 

                

 

 

   七草がゆ 

     1/7 

 

 

  鏡開き 
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🌸小正月 
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🌸二十日正月 
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給食室 

令和７年 1 月    

1月２４日から１月３０日は全国学校給食週間です 

3 月 3 日（桃の節句）や 5 月 5 日（端午の節句）のように、季

節の節目となる日を「節句」といい、昔はこの日に食べる料理を

「お節」とよんでいました。現在では正月料理のことをいいます。

正月の間は料理をしなくてもいいように、保存がきき、お祝いの

意味がある料理をお重に詰めます。料理や詰め方は、地域や家庭

によって異なります。 

春の七草「せり、なずな、ごぎょう、はこべら、ほとけのざ、すず

な、すずしろ」を入れたおかゆを食べて、正月のごちそうで疲れた

胃腸をいたわり、新しい年の無病息災を祈ります。 

昔は、お供えの鏡もちには神様の力が宿ると考えられていて、硬

くなった鏡もちを木槌などで叩いて割り、それを食べることで、新

しい生命をいただくことができると信じられていました。「割る」と

いう言葉は縁起が悪いため、縁起の良い「開く」が使われます。 

 邪気や厄をはらうといわれる小豆を入れたおかゆを食べて、１年間の無病

息災を祈ります。青森県では「けの汁」という、冬にとれる根菜や保存食の

山菜、凍み豆腐などを入れた汁物を食べます。 

 正月のお祝いの行事がすべて終了する日。お供えしていたものをすべて

下げ、食べつくす地域もあります。 

１月の 

行事食に 

ついて 

年の始まりをお祝いする正月をはじめ、１月にはさまざまな行事

食があります。健康で長生きできるよう願いをこめて、１年間 

病気をせずに無事に過ごせるよう縁起をかつぐなど、どれも意味が

あるものです。 

♦きんとん…財産に恵まれるように     ♦黒豆…… マメ（健康）に暮らせるように 

♦昆布巻き…「よろこぶ」の語呂合わせ   ♦田作り……豊作になるように 

♦エビ…  長生きするように       ♦数の子… 子宝に恵まれるように 


